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1. 次の数列・関数の極限を求めよ。（各小問５点）

(1) lim
n→∞

(
1 +

3

n

)3n

(2) lim
x→∞

1

x −
√

x2 + x

(3) lim
x→∞

x sin
2

x

(4) lim
x→0

tan3 x − sin3 x

x5

2. 関数 f(x) = (x − 1) + |x − 1|
3
2 について次の問に答えよ。（各小問５点）

(1) 一般の関数 y = g(x)について x = aでの連続の定義を書き、それを用いて関数
y = f(x)の x = 1での連続性を調べよ。

(2) 一般の関数 y = g(x)について x = aでの微分可能の定義を書き、それを用いて関
数 y = f(x)が x = 1で微分可能であることを示せ。



3. 次の問に答えよ。（各小問５点）

(1) 導関数の定義に基づいて、関数 y = cos xの導関数を求めよ。

(2) 指数関数 y = ex は対数関数 y = log x の逆関数であり、また公式 (log x)′ =
1

x
が

成り立つ。これらの事実を用いて (ex)′ = ex を示せ。

(3) sin
(
2 cos−1 1√

5

)
の値を求めよ。

(4) 閉区間 [−1, 0]で定義された関数 f(x) = 1 + cos (πx2) の逆関数を f−1(x) とする。
関数 f−1(x) とその定義域を求めよ。

(5) 関数 f(x) = log(2x + 1)に対し、4次までの導関数を求め、それに基づいて、n次
導関数 f (n)(x)の形を推測せよ。



4. 次の関数の導関数を求めよ。（各小問５点）

(1) f(x) = tan−1 1√
1 − x2

(2) f(x) = xtan x

5. 関数 f (x) = sin xについて、以下の問に答えよ。（各小問５点）

(1) 1次導関数と２次導関数を求めよ。それに基づき、n次導関数 f (n) (x) を推測せよ。

(2) n = 2mおよび n = 2m + 1に対して f (n) (0)を求めよ。ただしm = 0, 1, 2, . . . , で
ある。

(3) 前問の結果を用いて、マクローリン展開を 2m + 1次の項まで求めよ。ただし剰余
項をR2(m+1)とせよ。



6. 関数 f (x) = xe−x2
について、以下の問に答えよ。

(1) 1次導関数 f
′
(x)を求め、f

′
(x) = 0となる xを求めよ。（３点）

(2) 2次導関数 f
′′
(x)を求め、f

′′
(x) = 0となる xを求めよ。（２点）

(3) 関数 f (x)の増減と凹凸を調べよ。その際、変曲点と極値を明示せよ。（５点）

(4) lim
x→−∞

f (x) および　 lim
x→∞

f (x) を求めよ。（５点）

(5) y = f (x)のグラフの概形を描け。（５点）
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